
問題と目的

自己有能感は自尊感情と他者軽視の2側面から構成
されている概念であり，自尊感情と他者軽視のバラン
スの在り方は個人の対人関係に大きな影響を及ぼすと
考えられる（速水・木野・高木，2004）。

自尊感情とは自己の能力や価値についての評価的な
感情や感覚（山本，2005）であり，自己肯定感とも同
義に用いられることもある。最近の我が国の青年の自
尊感情が諸外国の青年に比較して低いことが指摘され
ており，青年の生き方そのものについて何らかの影響
をもたらしているのではではないかと懸念されている。

自尊感情の形成要因そのものについて，生まれ育つ
家庭の中での影響に焦点を当てた場合や，あるいは子
どもの通う教育機関の友人関係，教師との関係などに
焦点を当てた研究がみられる。具体的には，森下・後
藤（2016）は児童期の母親の言葉がけが女子大生の自
尊感情と他者信頼に及ぼす影響について調べ，母親の
ポジィティブな言葉がけが子どもの自尊感情と他者信
頼を高めており，ポジィティブな言葉がけは母親自身
の感謝の言葉がけを高め，さらにそのことが女子大生
の他者信頼を高めることを指摘している。また，井上

（2018）は児童期に父・母・教師からほめられること
が自尊感情形成にどのような関連性を有するのか検討
を加え，母親と教師からほめられる頻度が自尊感情の
高低と相関することを明らかにしている。しかもほめ
られる内容については，礼儀・他者への気遣いと性格・

態度が関連性を有し，一時的な能力や結果よりも時間
をかけて継続的に子どもをほめることが自尊感情を高
めるとしている。一方，山下・石・桂田（2010）はParker，
Tupling，& Brown（1979）が作成したParental Bonding 
Instrument（PBI）の日本版（小川，1991）を用いて子ど
もの頃の親の養育態度と自尊感情の関連について調
べ，両親ともに「情愛と自律承認」タイプと「冷淡と
干渉」の間に差がみられ，「情愛と自律承認」タイプの
方が自尊感情と関連性を有し，愛情や共感だけでなく，
過保護にならずに自律を促進する養育態度が重要であ
ることを指摘した。また，渡邉・藤井（2020）は小学
校4年生から中学校3年生を対象として，教師・保護者・
友人からの賞賛と自尊感情，学校適応感との関連性に
ついて分析を加え，教師・保護者・友人からの賞賛は
自尊感情を媒介して学校適応感を高めるとしている。
そして，細田・田嶌（2009）は中学生の自分と他人に
対する肯定感が両親や友人，教師のソーシャルサポー
トによりどのような影響を受けているのか検討を加え
た。結果として，自他への肯定感の高い中学生は両親
からのサポートが高く，友人からのサポートは自己肯
定感に関連すること，そして教師からの道具的サポー
ト（アドバイスをしてくれる，心配してくれる，話し
合う）が高いほど男子において自己肯定感が高いこと
を報告している。また高井（2011）は，個々の個人の
自信形成について「ほめられ経験」「努力・達成経験」

「困難克服経験」の3要因の重要性を指摘している。
上述の一連の報告は子どもの自尊感情形成要因とし

青年の自己有能感形成に及ぼす要因の検討
―幼少期の親のしつけと親・教師による賞賛との関連性―

尾形 和男 *　増南 太志 **

* 名誉教授
** 埼玉学園大学

Examination of Factors Aff ecting Adolescent 
Self-competence Formation

―Relationship Between Parental Discipline in Childhood and 
Praise by Parents / Teachers―

Kazuo OGATA* and Taiji MASUNAMI**

*Professor Emeritus of Aichi University of Education, Kariya 448-8542, Japan
**Saitamagakuen University, Kawaguchi 333-0831, Japan

Bulletin of Aichi Univ. of Education, 71（Educational Sciences），pp. 147 － 155, March, 2022

―147―



尾形 和男・増南 太志

て親の養育行動，学校現場での子どもと教師，そして
友人との関係に焦点を当てたものであり，いずれも親
の関わり方，教師の関わり方の重要性を指摘している。

しかし，自尊感情は本来人間が自己の能力や価値に
ついての評価的な感情や感覚であり（山本，2005），
自律的に判断できるという健全な側面を持つと考えら
れるが，社会適応の面からみて必ずしも十分なもので
はないとする指摘もある（Baumeister, Campbell, 
Krueger, & Vohs, 2003; Crocker & Park, 2004）。自
尊感情は基本的にはポジィティブな意味合いを持つの
であるが，それが強すぎる場合は他人との関係性にお
いてバランスが取れていない場合もあると考えられ
る。それは，本来自尊感情は他人との関係性の中で捉
えられることが多く，他者への評価を通して成立する
と考えられるからである。つまり，自己評価維持モデ
ルや社会的比較理論にも示されているように，他者を
どのように認知するかという視点は自分の評価を認知
することと不可分である。このことに関連して，速水・
木野・高木（2004）は自己有能感という概念を指摘し
ている。それは，自己の自尊感情を捉えるために自尊
感情の対極として他者軽視の視点を入れて両側面から
自尊感情をより具体的に捉えるものであり，自尊感情
と他者軽視の2軸を基として自己有能感を4類型に分
類している。それは，全能型（「自尊感情」「他者軽視」
共に高い），自尊型（「自尊感情」高く「他者軽視」低
い），萎縮型（「自尊感情」「他者軽視」共に低い），仮
想型（「自尊感情」低く「他者軽視」高い）である。
この4類型に基づいて他者に対する認知の仕方の中で
も，仮想型に焦点を当てた研究が多くみられる。それ
は特に仮想的有能感として，低い自尊感情を補償しよ
うとして他者軽視を行う特性に焦点を当てたものであ
り問題行動の要因として考えられるからである。この
ような視点からいじめを行う場合の一つの要因として
検討されている（例えば，今野・吉川・会沢，2014；
松本・山本・速水，2009）。

上述の4類型に基づく問題行動の原因を探ることに
より今後も幅広く多くの成果が期待されるところであ
る。その一方で，4類型を構成する自尊感情と他者軽
視の両極を同時に扱う自己有能感そのものがどのよう
な要因により形成されるのか，ということについての
検討がなされていない。その中でも尾形・増南（2019）
は児童期のつらい出来事，しつけに対する親の関わり
が青年の自己有能感とどのような関連性を有するのか
検討を加えている。それによれば，つらい出来事より
もしつけとの関係において関連性が確認されている。
具体的には，父親・母親がしつけを通してほめる場合

「自尊型」が「仮想型」よりも高く，父親・母親とも
にけなす場合は「全能型」「仮想型」が「自尊型」よ
りも高いことを指摘している。つまり一つの行動ルー
ルを学び身につけて行くしつけという過程の中でその

努力や成果，達成感を父親・母親から受け入れられ場
合に「自尊型」が高いことが示され，逆に受け入れら
れない場合に「全能型」「仮想型」が強いという結果
が得られている。「全能型」「仮想型」ともに他者軽視
が強い特徴を有しており，幼い時期の親の受容的な関
わりの重要性が示されているとも考えられる。

自尊感情の形成要因については既述のように親，友
人，教師のポジィティブな関わりの重要性が指摘され
ているが，他者軽視そのものについてはさらに分析検
討が必要である。

このような視点に基づいて本研究では，自尊感情と
他者軽視を含めた自己有能感を取り上げ，その形成に
関わる要因を探る。

尾形・増南（2019）の報告に示されているように児
童期の親によるしつけにおいて，親から認められない
場合に他者軽視の得点が高いことが示されている。ま
た，しつけにおいても子どもが努力し達成出来た場合
に親からほめられるとそれが自尊感情形成に関連して
来るのであるが，ほめることは賞賛を意味するもので
ある。したがって，ここでは特に，しつけと賞賛に焦
点を当てることにする。

また，子どもの発達的な視点に立つと幼児期から児
童期にかけて自我の発達に向けて自律性や自発性，勤
勉性が課題として生じ，自らいろいろなことに取り組
もうとする時期でもある（Erikson, 1959）。この積極
的に取り組もうとする時期は，子どもが取り組んで
行った行動，努力そして結果に対する評価は達成感，
動機づけなどへの影響をもたらすと同時に自己の評価
にも繋がるものであり重要な位置づけを持つ。とりわ
け子どもと強いつながりを持つ親，教師からの「賞賛」

「しつけ」は重要であると考える。
以上の視点に基づいて本研究では，幼児期から児童

期においての親の子どものしつけ，親と教師の賞賛と
自己有能感との関連性について，大学生を対象として
回想法に基づいて検討を加えることを目的とする。

方法

1．調査対象者
埼玉県のA大学の学生167名［1年生65名，2年生

85名，3年生7名，4年生10名］，平均年齢18.91歳。

2．調査用紙
（1）幼児期の父親・母親によるしつけを調べる24

項目（園田，2013）。父親・母親共に同じ項目からなる。
（2）幼児期から児童期にかけて父親・母親・先生か

らの賞賛を調べる15項目（渡邉・藤井，2020作成の
18項目から「試合に勝ったことをほめられた」「クラ
スのためになることをしたことをほめられた」「運動
や勉強を教えてあげたことをほめられた」「本をたく

―148―



青年の自己有能感形成に及ぼす要因の検討

さん読むことをほめられた」「やさしいね・おもしろ
いね，をほめられた」を除外し「ほめるよりも，叱っ
たり注意することが多かった」「あなたが失敗したと
きでも，頑張ったことをほめた」の2項目を加えた15
項目）。父親・母親・先生共に同じ項目からなる。
（3）自尊感情を調べる10項目。Rosenberg（1965）

による自尊感情尺度の日本語版（山本・松井・山城，
1982）を用いた。
（4）仮想的有能感尺度（11項目）。速水ら（2004）

が開発した仮想的有能感を測定する尺度の改訂版
（Hayamizu, Kino, Takagi & Tan, 2004） を用いた。こ
の尺度は他者軽視の測定に用いる。
（1）～（4）の質問紙は全て4段階評定。

3．調査時期
2021年5月　講義を通して調査の趣旨と内容を説明

し，協力に承諾してくれた学生に講義後質問紙を配布
し，後に回収した。

4．倫理的配慮
説明にあたり，研究の目的，個人情報の保護，個人

的に見るものではなく全体の傾向を見るものであるこ
と，またデータ入力後アンケート用紙はシュレッダー
で処理すること，コンピューターに入力したデータは
外部との接続が無いことなどを伝え，守秘義務に基づ
き迷惑をかけない旨説明を行った。

結果

1．質問紙の構造化
（1）幼少期のしつけの質問紙

父親・母親それぞれに因子分析（最尤法，プロマッ
クス回転）を実施し，因子負荷量.35以上を有する項
目を基準として3因子抽出した。父親母親共に各因子
順番に「自己促進的しつけ」「指示的しつけ」「援助的
しつけ」と命名した。またα係数は順に，.776（.780），.805

（.798），.720（.643）であり（Table1，Table2参照）高
い内的整合性が確認された。（　 ）は母親。
（2）幼少期の賞賛の質問紙

幼少期のしつけの場合と同様の手法と手続きに基づ
いて因子分析を実施し，父親・母親・先生それぞれ2
因子抽出した。父親は「挑戦・頑張り・友人援助への
賞賛」「成果への賞賛」，母親は「努力と頑張りへの賞
賛」「成果への賞賛」，先生は「個性・技術・成果への
賞賛」「上達・友人援助・頑張りへの賞賛」と命名した。
それぞれのα係数は，.853 ～ .938であり高い内的整合
性が確認された。（Table3，Table4，Table5参照）。
（3）自尊感情を測定する質問項目

自尊感情については，下記の10項目からなる。
①私は自分に対して肯定的である。

②私は，人並みには価値のある人間である。
③ 私はもっと自分自身を尊敬できるようになりたい。（*）
④自分が全くダメな人間だと思うことがある。（*）
⑤私はいろいろな良い素質を持っている。
⑥ 私は何かにつけて，自分は役に立たない人間だと思

う。（*）
⑦私は物事を人並みには，うまくやれる。
⑧自分には，自慢できるところはあまりない。（*）
⑨私は自分のことを敗北者だと思うことがよくある。（*）
⑩私はだいたいにおいて，自分に満足している。

以上の10項目のα係数は.817であり，内的整合性
が高いことが確認された。（（*）は逆転項目を示す）。
（4）仮想的有能感を測定する質問紙

仮想的有能感については下記の11項目からなる。
①自分の周りには気のきかない人が多いと思う
② 自分の意見が聞き入れてもらえなかった時，相手の

理解が足りないと感じる。
③ 自分の代わりに大切な役目をまかせられるような有

能な人は，私の周りにはいない。
④ 他の人の仕事をみていると，手際が悪いと感じる。
⑤世の中には，常識のない人が多すぎる。
⑥話し合いの場で，無意味な発言をする人が多い。
⑦知識や教養がないのに偉そうにしている人が多い。
⑧世の中には，努力しなくても偉くなる人が少なくない。
⑨ 他の人に対して，なぜこんな簡単なことがわからな

いのだろうと感じる。
⑩ 今の日本を動かしている人の多くは，たいした人間

ではない。
⑪他の人を見ていると「ダメな人だ」と思うことが多い。

以上11項目のα係数は.887であり，高い内的整合
性が確認された。

自尊感情と仮想的有能感それぞれの平均得点を算出
したところ，2.64と2.04でありこれを基準として自己
有能感について4群を設定した。それは，全能型（42名）

（「自尊感情」「他者軽視」ともに平均値以上），自尊型
（44名）（「自尊感情」平均値以上「他者軽視」平均値
未満），萎縮型（39名）（「自尊感情」「他者軽視」と
もに平均値未満），仮想型（42名）（「自尊感情」平均
値未満「他者軽視」平均値以上）である。

2．父親・母親のしつけと自己有能感との関連
父親と母親のしつけが子どもの自己有能感とどのよ

うな関連性を有するのであろうか。ここでは，父親と
母親のしつけについて，子どもの性別×自己有能感（4
類型）を独立変数，しつけの各因子得点を従属変数と
する2要因分散分析を行った（Table6）。自己有能感
については男子と女子を合わせて処理した。また，自
己有能感の主効果が確認された場合に4群間の下位検
定（Tukey法）を行いTable7に結果を示した。

Table6に示されるように，父親の場合「自己促進
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的しつけ」のみ自己有能感主効果が確認されたが「指
示的しつけ」「援助的しつけ」には確認されなかった。
「自己促進的しつけ」において，性別主効果が確認

されたが交互作用は有意ではなかった。性別主効果に
ついては男子が女子よりも有意に高いことが示された

（F（3,159）＝9.68,p<.01）。また，自己有能感の下位
検定を行ったところ「全能型」と「仮想型」が「萎縮
型」よりも有意に高いことが確認され（Table7），「他
者軽視」が共通して高いことが示唆された。また，「指
示的しつけ」においても性別主効果がみられたが男子
が 女 子 よ り も 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た（F

（3,159）＝4.44,p<.05）。
母親のしつけについては「自己促進的しつけ」にお

いて性別主効果がみられ男子が女子よりも有意に高
かった（F（3,159）＝6.83,p<.05）。「指示的しつけ」
で は 交 互 作 用 が 確 認 さ れ た の で（F（3,159） ＝
2.83,p<.05）下位検定を行い，自己有能感の各水準の
単純主効果をみたところ，自尊型において有意差がみ
られ男子が女子よりも1%水準で有意に高いことが示
された。また，性別について男女それぞれの自己有能
感の差をみたところ，男子において全能型が委縮型よ
りも5%水準で，自尊型は仮想型，委縮型よりもそれ
ぞれ5%，1%水準で高いことが示された（Figure1）。
以上のことから，母親の場合男子において「自己促進

的しつけ」「指示的しつけ」が影響力を持ち，「指示的
しつけ」はさらに「全能型」「自尊型」と関連性を有
することが示された。

3．父親・母親・先生の賞賛と自己有能感との関連
父親，母親そして先生による賞賛が子どもの自己有

能感にどのような影響を持つのであろうか。ここでは，
父親・母親・先生それぞれの賞賛について，子どもの
性別×自己有能感（4類型）を独立変数，賞賛の各因
子得点を従属変数とする2要因分散分析を行った

（Table8）。自己有能感については男子と女子を合わ
せて処理した。また，自己有能感の主効果が確認され
た場合に4群間の下位検定（Tukey法）を行いTable9
に結果を示した。

Table8に示すように，母親の場合「成果への賞賛」
において性別主効果が確認されたが女子が男子よりも
有意に高かった（F（3,159）＝3.99,p<.0.5）。また，父
親，先生において自己有能感に有意な（または傾向）
主効果がみられたものの，有意な交互作用は確認され
なかった。主効果に関して具体期には，父親の場合「挑
戦・頑張り・友人援助への賞賛」「成果への賞賛」に
おいて確認された。下位検定の結果，「自尊型」と「萎
縮型」が「仮想型」よりも有意に高いことが示された。
また，「成果への賞賛」では「自尊型」が「仮想型」

Table1　父親のしつけについての因子分析結果（最尤法，Promax 回転後）
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よりも有意に高いことが示された。先生の場合には「上
達・友人への援助・頑張りへの賞賛」において有意な
主効果が確認されたので下位検定を行ったところ，「自
尊型」が「仮想型」よりも有意に高いことが示された。
また，母親の場合「努力と頑張りへの賞賛」で自己有
能感に有意な傾向がみられたので下位検定を実施した
ところ，「自尊型」が「仮想型」よりも有意に高いこ
とが確認された（Table9）。

以上のことから，父親・母親と先生の賞賛は自尊型
を主とする自己有能感と強い関連性を有することが示
され，特に子どもの成長や物事へ取り組む姿勢，良好
な友人関係形成を中心とした側面に強くみられてい
る。このことから，子どもの自尊型を中心とする自己
有能感の成長には子どもの取り組みに対する時間的な
流れも含めた継続的な親や教師の肯定的な関わりの重
要性が示唆されている。

考察

ここでは結果に示した順に沿って親のしつけ，また
親と教師による賞賛が自己有能感とどのような関連性
を有するのか順に考察を加える。

父親・母親のしつけと自己有能感との関連について
は，まず父親についてみた場合「自己促進的しつけ」
は有意な効果を持つことが示されている。発達的にみ
て，幼児期はErikson（1959）の指摘にもあるように，
自分でいろいろなものに関心を持ち取り組み生活習慣
を身に着けようとする時期でもあり，子どもによる成
果に対しての親の賞賛や受け入れは子ども自身の自己
の能力の確認，動機付けなどにおいて重要な意味を持
つと考えられる。しかし，本研究で扱っている「自己
促進的しつけ」は親が全然関わらないで子ども任せに
する面も含むもので，子どもにやらせてその後のこと
に親は関わらないという色彩が強い。したがって，本
研究で扱った「自己促進的しつけ」では子どもの達成
感や動機付けを十分に育てているとはいえないと思わ
れる。また，自己有能感の下位検定について確認した
ところ，「全能型」と「仮想型」が「萎縮型」よりも有
意に高いことが示されており，「自尊型」との有意差が
確認されていない。「全能型」と「仮想型」では自尊
感情は平均値未満であるものの他者軽視が平均値以上
であり他者軽視が共通して高く，他者との比較の優劣
にこだわる面が強い。またこれと関連して，「自己促進
的しつけ」には子ども自身が自ら身の回りの課題がで

Table2　母親のしつけについての因子分析結果（最尤法，Promax 回転後）
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Table3　父親の賞賛についての因子分析結果（最尤法，Promax 回転後）

Table4　母親の賞賛についての因子分析結果（最尤法，Promax 回転後）

きることに焦点を当てており，自己の取り組みによる
成果の可否にこだわった意識に傾く傾向が強くなる面
もあり，このことが他者軽視という自己に焦点を当て
た自己有能感形成に関連しているとも考えられる。

一方，「指示的しつけ」の場合，親の都合により子
どもができることへの期待，失敗回避，時間のロスな
ど無駄なことがないように取り組み，必ずしも子ども
の立場に立脚した関わり方とはいえない面が強く，基
本的には子どもの自尊感情と他者軽視の両面について
バランスの取れた自己有能感を成長させる要素が少な
いとも思われる。同様に「援助的しつけ」においては
子どもが自主的に関わろうとすることに親が先回りし
て介入し過ぎ，子どもの自主性を削ぐことになると考

えられる。このことが自己有能感形成に影響がみられ
ないと考えられる。

また母親のしつけについては「自己促進的しつけ」
「指示的しつけ」それぞれにおいて「自己有能感」に
有意な（傾向）効果を示しているものの，「自己有能感」
の下位検定では4群間に有意な差が確認されていな
い。しかし，「指示的しつけ」では交互作用がみられた。
下位検定の結果では，「自尊型」において男子が女子
よりも高く，また男子において「全能型」が「委縮型」
よりも，「自尊型」は「仮想型」「委縮型」よりもそれ
ぞれ高いことが示され全般的に男子において効果が確
認されている。この結果から，母親の「指示的しつけ」
は特に男子の「自尊型」「全能型」形成に関連してい
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Table5　先生の賞賛についての因子分析結果（最尤法，Promax 回転後）

Table6　しつけについての性別×自己有能感 4群による 2要因分散分析の結果（F 値）

Table7　自己有能感の 4群の父親・母親によるしつけの平均値の比較

ることが推測される。
以上のように母親では「指示的しつけ」において「自

己有能感」に有意な傾向の効果がみられ，父親と母親
のしつけは異なる結果を示しているといえる。これは
子どもの幼少期からの父親と母親の関わり方の時間
的・質的相違が関連している面もあると考えられる。
一般的に子どもが幼い時期から父親以上に育児に関わ
り愛着関係を主体とした親子関係を形成する一方で，
日常の時間帯において母親は育児時間が父親以上に多
く（内閣府，2016），また，小山・森山・小林・長谷川・
丸山（2014）は妊娠期から生後4か月までの縦断的研
究から，乳児の感情や生理的な状態を制御するのを助
け，乳児の合図の微妙な差異を読み取り，正確で相応
しい反応，子どもの発達的な興味や能力の理解に関す

るsensitivityの調査行なっている。その結果，母親の
方が父親よりも高いが父親でも少人数ながらも授乳や
着替えの回数が多い場合にsensitivityが上昇するとし
ている。この指摘からは子どもが幼少期に母親の
sensitivityが父親以上に発達するとしている。しかも
子どもの生活に関連する事柄に父親以上に子どもとの
会話時間が長く（内閣府，2015），父親よりも関心を
持つことが指摘されている。このような指摘から考え
ると，母親の「指示的しつけ」が父親以上に有効に影
響しているとも考えられる。したがって父親の場合は
関わりの時間や関わり方の質の相違などを視点に置く
と，「指示的しつけ」よりも子どもの立場に立った「自
己促進的しつけ」がより必要でかつ有効であると考え
られる。このような背景が本研究の結果に反映してい
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るともいえよう。
またしつけに関する先行研究において尾形・増南

（2019）は自己有能感形成との関連性について児童期
のしつけに注目し，しつけの中でほめる行為が「自尊
型」に強く関連することを指摘している。つまり，し
つけに付随する親の肯定的フィードバックの有効性を
指摘しているのである。今回の調査では父親の「自己
促進的しつけ」だけが自己有能感と関連性を有してお
り，しつけが自己有能感形成と関連しているとした当
初の予想よりも低かった。このことに関しては「自己
促進的」しつけの中に親の受け入れや，承認あるいは
注意，励ましなどの要素を入れてさらに調査を継続す
る必要があると考える。

次に，父親と母親そして先生の賞賛と自己有能感の
関連についてみる。まず父親の場合，「挑戦・頑張り・
友人援助への賞賛」「成果への賞賛」ともに自己有能

感において有意な効果がみられた。下位検定の結果，
前者では「自尊型」「萎縮型」が「仮想型」よりも有
意に高いことが確認されている。後者の場合は「自尊
型」は「仮想型」よりも有意に高く両者ともに「自尊
型」が強く関連していることが確認されている。この
結果は，自尊感情が高い反面他者軽視が低い特性を持
つ個人の形成に対する父親の影響力を示したものと考
えられるが，自己肯定感の形成要因として父親の道具
的・情緒・共行動が中学生の自己肯定感と強く関連す
るとした細田・田嶌（2009）の指摘を基本的に支持す
るものである。また今回の結果は発達的な視点からみ
て，中学生という前段階の幼児期において既に父親の
賞賛が子どもの自尊感情形成に影響していることを示
すものと考えられる。母親の賞賛については「努力と
頑張りへの賞賛」が「自己有能感」に有意な（傾向）
の効果がみられたが，下位検定では「自尊型」が「仮

Figure1　母親の「指示的しつけ」における交互作用の結果

Table8　賞賛についての性別×自己有能感 4群による 2要因分散分析の結果（F 値）

Table9　自己有能感の 4群の父親・母親・先生による賞賛の平均値の比較
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想型」よりも有意に高いことが示されている。同様に
先生の場合も「上達・友人援助・頑張りへの賞賛」に
おいて類似した結果が得られている。以上の結果から，
子どもに対する賞賛は自尊感情が高い反面他者軽視の
低い特性を持つ自己有能感形成に関連することが示唆
されていると考えられるが，子どもの遂行したことに
対する単なるフィードバックではなく，時間をかけて
子どもが取り組んだ姿勢や成果，友達との関係の中で
展開される行動などについての親や先生の継続的な評
価や承認が自己の評価に関連する認知により強い影響
力を持つと考えられる。また，これに関連して高井

（2011）は，個々の個人の自信形成について「ほめら
れ経験」「努力・達成経験」「困難克服経験」の3要因
の重要性を指摘している。つまり，単なるほめる，達
成ということ以上に時間をかけた取り組みの重要性を
示唆しており本研究結果の一部と一致していると考え
る。このように考えると，「自尊型」を中心とする自
己有能感のあり方は，幼児期からの親・先生などの家
庭や学校などの教育場面での時間をかけた継続的な関
わりが要因として存在すると考えられる。
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